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地域の安全・安心の確保や活性化を図るためのインフラ整備に加え

て、近年、近い将来に発生が懸念される南海トラフ地震への備えやイ

ンフラ老朽化対策などの新たな社会的課題への対応も急務となってお

り、建設産業の役割はますます増大しています。 
一方で、建設産業は、厳しい経営環境が長く続いたため、現場の技

能労働者の高齢化や若手入職者の減少という問題に直面しており、こ

のままでは、地域におけるインフラの整備及び維持管理のみならず、

災害発生時の応急対策や復旧工事にも十分対応できないことにもなり

かねない状況であります。 
このため、先般、いわゆる担い手三法が制定され、建設産業が担い

手を確保し、持続的に発展できるよう、発注者と受注者の双方が努め

なければならない旨、明記されたところであり、今後、その趣旨に則

り、業界並びに行政の双方が努力していくことになりますが、多くの

将来を担う若者に入職してもらうためには、同時に、若手入職者の送

り手である学校の先生やご家族の皆様のご理解、ご協力、ご支援が不

可欠であります。 
つきましては、学生の家族の皆様にも、建設産業の役割や魅力、現

在の取り組みなどについて理解を深めていただくとともに、様々なお

立場の皆様から率直なご意見やアドバイスを頂戴し、今後の建設産業

の担い手確保のための施策に反映していくために、建設産業関係団体、

行政機関に加えて、学識経験者、教職者、婦人団体、PTA の代表の皆

様にもご参加いただいて意見交換する場として、「中部圏けんせつ未来

懇話会」を設立するものであります。 




